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地域内の若い世代の方を対象とした取り組みが少なく、既存事業への参加者が増えていない状

況からも若い世代に実施事業がマッチしていないのではないかと分析している。 

また、上記のように集まる機会が無いため、若い方がどんな事業を求めているのか、また、「地

域の課題」に対してどのように認識し、今後の掛合地区についてどう考えているか自主組織とし

ても把握できていない状況にある。 

 

地域に住む若い年代が、地域の課題に対してどう向き合って行くのか、自主組織としての把握が

出来ていない。事業に参加する人数も増加していない状況をみると、掛合地区を担う年代に事業

がマッチしていないのではないか。その声を拾う機会もない。 

 

 

現状と課題 

実 施 内 容 

◇実施状況 

「食」に関する企画として、普段家庭ではできない「ソー

セージ作り教室」を開催した。 

1回目 2月 19日(日) 参加者１４名 

2回目 2月 26日(日) 参加者 ９名 

また、興味のある事業内容や事業の実施時間帯、広報の方

法について意見交換を行った。 

 

 

◇成果と課題 

次世代を担う人材の発掘や育成はまだまだこれからだが、

自主組織と地域住民が気軽に話しができる存在になる第一

歩の事業になった。 

 また、若い世代や女性が参加しやすい事業を企画すること

で幅広い年代の参加があり、事業ニーズの聞き取りや自主組

織の取り組みを知ってもらう機会になった。 

 

各年代への周知方法はＳＮＳを活用した発信が望まれて

いるが、年代により使うＳＮＳが違うので発信方法の検討が

必要。 

イベントに参加してもらうだけでなく参画してもらえる

ように誘導していく必要がある。 

女性や子どもを巻き込んだイベントの実施により若い世代の方が「集まる場」をつくり、あわ

せて自主組織が実施する事業のニーズや今後の掛合地区について意見交換ができる場をつくる。 

こうした取り組みを通じ、次世代を担う人材の発掘・育成につなげる。 

 

 

事業の目的 

 

 

 


